
古
代
の
当
地
は

子
部
（
こ
べ
）
の
里

と
呼
ば
れ
、
桜
井
市
の
三
輪
山
で

雷
を
捕
ら
え
た

と

い
う
雄
略
天
皇
の
側
近
・
小
子
部
（
ち
い
さ
こ
べ
）
の
ス
ガ
ル
も
、
当
地
に
住
ん
で
い
た
と
伝
え
ら
れ

ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の

小
子
部
命

を
祭
る
子
部
神
社
（
こ
べ
）
と
小
子
部
神
社
（
こ
こ
べ
）
が
、

字
西
垣
内
に
そ
れ
ぞ
れ
鎮
座
し
て
町
の
古
い
歴
史
を
語
り
伝
え
て
い
ま
す
。

古
代
か
ら
地
名
・
飯
高
が
推
測
さ
れ
る
記
録
は
、
天
平
宝
宇
二
（
七
五
八
）
年
・
弘
仁
二
（
八
一
一
）

年
な
ど
の
古
文
書
に
見
え
ま
す
。
し
か
し
、
確
た
る
地
名
と
し
て
の
初
登
場
が
貞
和
三
（
一
三
四
七
）

年
の

春
日
大
社
文
書

で
、
こ
こ
に
南
都
・
興
福
寺
関
係
領
地

飯
高

と
あ
る
の
が
初
見
と
な
っ

て
い
ま
す
。

中
世
に
入
っ
て
当
地
を
一
時
支
配
し
た
の
が
地
侍
・
飯
高
氏
で
す
。
こ
の
飯
高
氏
が
応
仁
の
乱
で
没

落
し
た
あ
と
、
南
都
・
興
福
寺
な
ど
の
代
理
人
支
配
を
経
て
江
戸
時
代
を
迎
え
ま
す
。

江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
ま
で
飯
高
村
と
呼
ば
れ
た
当
地
が
明
治
二
二
年
に
平
野
村
の
大
字
と
な

り
、
昭
和
三
一
年
に
田
原
本
町
大
字
に
な
っ
あ
と
同
三
二
年
に
橿
原
市
に
編
入
さ
れ
、
同
年
八
月
に
飯

高
町
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、
子
部
神
社
に
隣
接
す
る
浄
土
宗
・
瑞
花
院
の
本
堂
は
、
明
治
四

年
か
ら
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

重
文
指
定
の
瑞
花
院
本
堂


